
校章・校旗の由来

《校 章》 《校 旗》

昭和４７年３月、第１９期生卒業記念

校名「山王」をとりまく楯の形は、秋田を象徴する「矢留」をあらわすと同時に、
ペンの形の図案化により学問を象徴している。また、楯の緑は「若さ」と「希望」
をあらわしている。楯を両わきから抱きかかえる稲穂は、豊かな実りの秋を象徴
しており、左右を結んでいるのは「団結」をあらわしている。学校の所在地は昔、
山王田八十刈あり、山王神社への寄進の米作がおこなわれ実り豊かな地であった。

昭和２８年５月 制定
デザイン 神保藤雄先生 （元豊岩中学校長）
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